
「２０２４年 海賊対処レポート」のポイント ２ ０ ２ ５ 年 ３ 月 内 閣 官 房

我が国を含む国際社会の取組により、ソマリア沖・アデン湾における海賊等事案の発生件数は近年低

調なまま推移していましたが、 ２０２３年には１件、２０２４年には８件の事案（ハイジャックを含む）が発生

し、海賊等の活動は再び活発化の様相を見せており、依然予断を許さない状況です。

ソマリア沖・アデン湾における海賊対処について、我が国では、自衛隊部隊の派遣を始め、国際社会と協力して様々な取組を行っています。

２０２４年のソマリア沖・アデン湾の海賊の動向や我が国の取組とその成果等をとりまとめました。

２０２４年、海賊対処部隊の海自P-3C及
び護衛艦は、４件の事案（海賊事案以外
を含む）に対処しました。海賊対処部隊は、
事案に関する情報を受け、現場海域に向
かい警戒監視・情報収集を実施するととも
に、海賊対処を任務とする第１５１連合任
務群に対し、現場で得た情報を迅速に提
供する等の対応を行いました。 

○護衛艦による護衛活動
護衛回数：２回 護衛隻数：３隻
○P-3C哨戒機による監視活動
飛行回数：１４２回
飛行時間：約９４３時間
確認した商船数：４８７３隻
情報提供回数：１５７回

２００９年６月、「海賊行為の処罰及び海賊行為への対処に関する法律」が成立し、同年７月から同法に基づく海賊対処行動として、自衛隊部隊が、ソマリア
沖･アデン湾において海賊行為に対処するための護衛活動及び警戒監視活動を行っています。

２０２４年の活動実績

２０１１年２００８年

海賊の現状

海上保安庁による法執行向上能力支援

ソマリア沖・アデン湾の海賊に対する我が国の取組

制圧訓練の様子

（出典：International Maritime Bureau）
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【警戒監視飛行（Ｐ－３Ｃ哨戒機）】
護衛航路等の上空から情報提供等を実施

各国の活動状況

艦 艇

エスコート ゾーンディフェンス

航 空 機

自国枠組み
（日・中・印等）

欧州連合海軍部隊
（西・伊等）

第１５１連合任務群
（日・韓等）

第１５１連合任務群
（日本）

（注）参加国間のローテーション等の関係で、派遣国は時期により異なる。
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【エスコート】(※)
直接護衛による民間船舶の護衛

自国枠組み

■ 水上部隊（約２００名／護衛艦１隻）海上保安官８名同乗
■ 航空隊（約６０名／Ｐ－３Ｃ哨戒機１機）
■ 支援隊（約１３０名）

派遣海賊対処行動部隊
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【ゾーンディフェンス】 (※)
特定の海域内での警戒監視活動

（※）平成２８年１２月１４日以降１隻態勢。

欧州連合海軍部隊
（西）

第１５１連合任務群

第１５１連合任務群

海賊対処部隊による対応事例

商船を護衛する護衛艦

日EU（伊）共同訓練

警戒監視に向かうP-3C哨戒機
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全世界 ソマリア沖・アデン湾及びその周辺の海賊等事案数
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派遣海賊対処行動部隊の体制
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